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 要  旨 
 今日，Web 上にある膨大な量の情報の中から，ユーザの要求を満たす情報を得る手段として検
索エンジンが一般的に利用されている．しかしその検索結果にはユーザの検索要求に合致しない
Web ページも多く含まれるため，ユーザの本当に欲しい情報が得られない，もしくは得るのに時
間や労力がかかるといった状況がたびたび生じている．この問題に対して，検索結果をいくつか
のグループに自動分類して提示することで，ユーザにとって必要な情報を見つける手助けをする
クラスタリングを用いた検索支援手法が研究されている．しかし，従来のクラスタリング手法は
主に Web ページの主題（内容）を基準としたものであり，主題とは異なる基準である Web ペー
ジのジャンルを基準とした分類の重要性も近年指摘されている． 
そこで本論文では，文章中の単語情報を用いて，Web ページをジャンルに基づいてクラスタリ
ングする新たな手法を提案する．本論文のクラスタリングは，主題が互いに無関係な文書間の単
語分布に基づく類似度はジャンルの近さを反映するという着想に基づく。本論文の提案手法では，
クラスタリングの対象となる Web ページ集合の特徴ベクトルを，それらの Web ページの主題と
は無関係な主題を持つ文書集合との類似度分布として求め，それらの特徴ベクトルを用いたクラ
スタリングを行う．このとき，無関係な主題を持つ文書集合は，Web ページ集合の中で idf 値の
高い単語や主題と共起しやすい単語を用いて Web検索を行うことによって取得する．また，クラ
スタリングによる検索支援に必要であると考えられるクラスタの特徴語の抽出手法として，類似
度分布を求めるときに，類似度の増加に寄与する単語がクラスタの特徴語になるという着想に基
づき，類似度分布を求めるときの 2 つの文書間の共通語を用いてクラスタの特徴語を抽出する手
法を提案する． 
ジャンルに基づいて分類された日本語や英語のWebページ集合を正解データとして用いた評価
実験において，単語分布や HTMLタグの情報を用いて特徴ベクトルを構成する既存のクラスタリ
ング手法よりも，提案手法のほうが高いクラスタリング性能を示す結果となった．また，クラス
タリングの対象となるWebページ集合の主題と無関係な主題を持つ文書集合の取得手法について
は，idf値を用いたものが最も高いクラスタリング性能を示す結果となった．提案手法によるクラ
スタの特徴語の抽出については，「blog」や「ニュース」などの，Webページのジャンルを表すク
ラスタの特徴語として有効な単語が抽出できたことを示す． 
 
